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Abstract：Ten species and two subspecies compris血g of six genera in the blenn蓋d tribe Salar樋are reported on
the basis of 35 specimens coUected from the rocky shores of Kochi Prefecture． Of these， the fo皿owing丘ve spe－
cies and one subspecies are recorded here for the first time from our area： CirriPectes imitator Williams， 1985，
C． castaneus （Valenciennes， 1836）， Entomaerodus thalassinz｛s thalassinus aordan and Seale， 1906）， E． caudofas－
ciatus（Regan，1909）， Istiblennius tineatus（Valencie皿es，！836）， and Btenniella bilitonesis（Bleeker，1858）。
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 カエルウオ族Salariiniはイソギンポ科Blenniidaeの小型の魚類で，インド洋から西部太平洋の
熱帯から温帯域にかけて分布し，26属約193種が知られている（Nelson，1994）．蒲原（1950）は
土佐湾と紀伊半島沿岸域に生息するイソギンポ科魚類のまとまった報告を初めて行ない，ギン
ポ科Blenniidaeとして17種を記録した．これらのうちカエルウオ族に含まれる種は4種であるが．
報告に用いられた標本番号は不明である．近年，平田ら（1996）は高知県の西南端に位置する
柏島周辺の珊瑚礁を含む沿岸水域においてSCUBA潜水等により魚類相の調査を行い，5種の
本族魚類の生息を報告している．また，藍澤（1993）は日本には16属39種の本族魚類が生息す
るとし，大まかな分布域も示している．筆者らは高知県沿岸のカエルウオ族魚類の生態学的調
査を行っているが，蒲原（1950）および平田ら（1996）の報告にない種の標本が多数採集され
ており，また，詳細な分布が明らかとなったので，本族魚類12種を標本に基づき報告する．
 標本は，1996年10月11日から1999年9月25日にかけて，高知県沿岸の潮間帯を含む岩礁性海
岸においてタモ網とキナルディンを用い，スノーケリングにより採集した．採集地点をFig．1
に示す．
 計数方法はSpringer（1994）に一部従い，背鰭，高島，尾鰭の鰭条および脊椎骨の計数は軟
X線写真で行った．計測方法はSpringer（1967）に一部従った．カエルウオを除く和名は藍澤
（1993）に，各回弁および各感覚管の名称は吉野（1984）に従った．本報告に使用した標本は高
知大学理学部自然環：境科学科に保管されているが，機関名称の略号はBSKU（高知大学理学部
生物学教室）を用いた．
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Fig． 1． A map showing samplmg locations．
Cirripectes imitator Williams， 1985
   アミメミノカエルウオ
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        Fig． 2． CirriPectes imitator top－BSKU 82574， male， 61．4mm SL；
            bottom－BSKU 85549， femaie， 83．2 mm SL．
記載標本BSKU 82574，雄1個体，韓体長61．4㎜， st．7，1996年1明11日；BSKU・85549，
雌1個体，灘体長83。2㎜，st．7，1998年7月四；BSKU 87025，雌1個体，騨体長81．0㎜
st．7，1999年5月15日；BSKU 87026，雌1個体，騨体長51．1㎜， st．7，1998年7月23日．
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記載 計数値：背鰭条数XII，14；啓鰭条数II，！4－15；胸鰭条数14－15；腹鰭条数1，4；尾
鰭条数13；脊椎骨数10＋20；鼻部離弁分枝数5－15；眼上皮弁分枝数9－18；項部皮弁分枝数
22－32；眼下管開回数23－82；下顎管開孔数6－8．
 計測値（％標準体長）：頭長23．5－28．4；眼径6．5－7．6；眼上皮弁長3．3－4．4；項部皮弁長3．6
－4．4；背鰭第3棘長13．5－17．3；背鰭最後部総長4．3－5．3；背鰭第1軟条長13．0－18．4；胸鰭長
26．6－27．4；腹鰭長15。6－17．2；尾鰭長22．1－23．7．
 体はやや側扁し，総高は高い．上唇の下縁全体と下唇の上縁側方にひだ状の突起物が並ぶ．
前鯉蓋管の各開孔部は多数の孔よりなる．離離皮弁と眼上皮弁は短く，多数分枝する．両側の
項部皮弁は連続し，触毛列をなす．側線は背鰭第6繊条付近に達する．背鰭第1，2棘はやや
伸長する．
 エタノール保存標本の体色：雄の体は赤褐色で，腹部は白色を帯びる．眼径大の淡色斑が頭
部では密に，体側では規則的に並び，横列をなす．項部皮弁は黒褐色．背鰭前端の上方部の鰭
膜は半透明で，残りの部分は淡い赤褐色．啓鰭下方部は黒褐色で，残りの部分は淡い赤褐色．
尾鰭上方部の鰭膜は半透明で，残りの部分は赤褐色．胸鰭の後半部は他の部分より濃い赤褐色
を呈する．雌の体は濃い褐色で，腹部は白色を帯びる．頭部および体側には眼径大の淡色斑が
一様に並び，網状をなす．項部皮弁は黒褐色．背鰭前端の上方部の三二は半透明で，残りの部
分は淡い褐色ないし黒褐色．腎鰭は一様に黒褐色．尾鰭上方部の三二は半透明で，残りの部分
は淡い褐色ないし黒褐色．胸鰭の後半部は他の部分より濃い褐色．
分布 和歌山県白浜，小笠原諸島；フィリピン北部のバタン諸島（Wilhams，1988）．
備考 本研究で得られた標本はWilliams（1988）のC． imitatorの記載と一致した．平田ら（1996）
は高知県野島からスジタテガミカエルウオC．leuwamurai・1個体とミノカエルウオC． Poly20na 7
個体の標本を報告し，山川（未発表）は同じ地点から多数の本門の標本を得ている．本報告に
用いた標本は土佐湾の中央部に位置する横雪半島の白ノ鼻（st．7）で採集され，本報告が本種
の標本に基づく高知県からの初記録となる．
Cirripectes castaneus （Valenciennes， 1836）
     タテガミカエルウオ
Fig． 3． CirriPectes castaneus： top－BSKU 87028， female， 45．Omm SL；
   bottom－BSKU 87027， male， 42．1 mm SL．
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記載標本BSKU 87027，87028，雄1個体雌1個体，鮮体長42．1－45．Omm， st．7，1998年
7月9日．
記載 計数値：背鰭条数XII，14；轡鰭条数II，15；胸鰭条数15；腹鰭条数1，4；尾鰭条数
13；脊椎骨数10＋20；鼻部皮弁分枝数5；眼上皮弁分枝数8－10；項部皮弁分枝数22－24；眼
下管開孔数17－21；下顎管開孔門6－8．
 計測値（％標準体長）：頭長26，1－27．8；眼径8．9－9。3；眼上皮弁長3．8－4，0；項部皮弁長
4．0－4．3；背鰭第3棘長15．7－16．4；背鰭最：後部棘長5．2－5．6；背鰭第1軟総長18．5－18．9；胸鰭
長27．8－28．0；腹鰭長16．9－17．3；尾鰭長24．0－25．4．
 体はやや側扁し，体高は高い．上唇の下縁全体と下唇の上縁側方にひだ状の突起物が並ぶ．
前鯉蓋管の各開孔部は少数の孔よりなる．織部皮弁と眼上皮弁は短く，多数分枝する．項部皮
弁は両側に連続し，触毛列をなす．側線は背鰭第6軟条付近に達する．背鰭第1，2棘はやや
伸長する．
 エタノール保存標本の体色：雄の体は褐色で，腹部は白色を帯びる．眼径大の淡色斑が頭部
では密に，体側では淡色横帯が規則的に並ぶ．項部皮弁は黒褐色．背鰭前端の上方部の鰭膜は
半透明で，残りの部分は淡い黒褐色．轡鰭は一様に黒褐色．尾鰭上方部の鰭膜は半透明で，残
りの部分は淡い褐色．胸鰭の後半部は他の部分より濃い褐色．雌では，頭部と体側の後半部に
のみ眼二大の淡色斑が密に並び，網状をなす．残りの部分の体色は雄の個体と酷似する．
分布 紀伊半島以南の南日本，琉球列島；紅海，インド・西部太平洋域（wahams，1988；藍澤
1993）．
備考 本研究で得られた標本はWihiams（1988）のC． castaneusの記載と一致した．本種はC．
imitatorと酷似するが，前鯉三管の各開孔部の回数により識別できる（Williams，1988）．
 山川（未発表）は高知県柏島から多数の本町の標本を得ている．本報告に用いた標本は白ノ
鼻（st．7）で採集され，本報告が高知県からの初記録となる．
Entomacrodtss thagassiness thatassintss （Jordan and Seale， WO6）
          ゴテンカエルウオ
Fig． 4． Entomacrodus thalassinzts thalassinus， BSKU 870！9， male， 39．5mm SL．
記載標本BSKU・87019，蜘個体，標準体長39．5㎜， st。7，1998年5A15日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，14；轡鰭条数II，17；胸鰭条数14；腹鰭条数1，4；尾鰭条数
13；脊椎骨数10＋24；鼻部皮弁分枝数5；眼上皮弁分枝数4；項部皮弁分枝数1；眼下三脚孔数
17；下顎管開孔数5．
 計測値（％標準体長）：頭長22．5；眼径5．8；眼上皮弁長5。3；項部皮弁長1．5；背鰭第3棘長
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10．4；背鰭最後部棘長2．3；背鰭第1軟条長12．2；胸鰭長19．2；腹鰭長11．6；尾鰭長19．7．
 上唇の下縁と下唇の上縁はともにひだ状の突起物を欠く．三部三三と限上皮弁は分枝する，
項部高山は短く，分枝しない．側線は第11背鰭棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：体は白色を帯びた黄土色で，灰色の不明瞭で微小な斑紋が散在
する．眼の後方に明瞭な1黒褐色斑がある．背鰭，腎鰭，尾鰭の鰭膜は半透明で，鰭条には多
数の黒褐色点が規則的に並び，列をなす．胸鰭下方部の三条は黒褐色で，残りの部分は半透明．
分布紀伊半島以南の南日本・小笠原諸島；インド洋のセイシェル諸島，西部・中部太平洋域
（Springer， 1967；藍i l睾， 1993）．
備考 本研究で得られた標本はSpringer（1967）のE． thalassinus thalassinusの記載と一致した。
 本瓦の標本1個体は白ノ鼻（st．7）で採集されたが，本報告が二種の高知県からの初記録と
なる．
Entomacrodus stettifer steglifer （Jordan and Snyder， 1902）
           ホシギンポ
Fig． 5． Entomacrodus stelltfer stelli er， BSKU 85548， female， 74．6mm SL．
言己載標本BSKU 85548，雌1個体，1韓体長74．6㎜， st．7，！998年7月9日；BSKU 87036，
雄1個体，1韓体長62．0㎜，st．1，1999年4月17日；BSKU 87037，雌1個体，騨体長70。6㎜
st．4，1999年5月18日；BSKU 87038，雄1／躰，標準体長78．5㎜， st．6，1999年6月14日；
BSKU 87039，雌1個体，灘体長95．1㎜， st．9，1999年6月15日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，15－16；二二条数II，17－19；胸鰭条数14；腹鰭条数1，4；尾
鰭条数13－14；脊椎骨数！0＋24－26；鼻部皮弁分枝数5－10；眼上皮三分回数1－2；項部皮
弁分枝数1－3；眼下管開孔数11－16；下顎管開孔数6．
 計測値（％標準体長）：正長20．7－22．4；眼径4．9－5．5；眼上皮二二5．2－10．7；項部二野長
1．1－1．8；背鰭第3棘長9．8－11．5；背鰭最後部二二1．7－2．5；背鰭第1三条長11．1－14．4；胸鰭
長23．6－27．5；腹鰭長13．9－15．4；尾鰭長19．4－21．5．
 上唇の下縁の中央部にひだ状の突起物が並ぶが，下唇の上縁にはない．鼻部皮弁は短く，分
枝しない．眼上皮弁は長く，通常分枝しない．項部二二は短く，通常分枝しない．側線は背鰭
第11棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：頭部と体側の上半部は褐色ないし黒褐色で，体側の下半部は白色
頭部と体側に淡色点が密にあり，しばしば癒合し，虫喰い状の模様をなす．体側に数本の幅広
い黒褐色帯があり，下半部では2本に分かれる．背鰭，啓鰭，尾鰭の鰭膜は白色を帯びた黒褐
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色で，淡い斑点ないし回状の斑紋が密にあるs胸鰭の後半部は他の部分より濃い褐色．
分布 兵庫県，神奈川県三浦半島以南の南B本，琉球列島；サイパン島（Springer，1967；藍澤
1993）．
備考 本研究で得られた標本はJordan and Snyder（1902）とSpringer（1967）のE． stelli er stel－
lzferの記載とは，眼上皮弁および項部二二が僅かに分枝する個体が存在する点で異なるが，そ
れ以外の形質がよく一致したので，E． stelltfer stelltferと同定した．二種の標本は佐賀町鈴（st．
5）を除くすべての地点から採集されており，本種は県下沿岸ではカエルウオに次いで普通に生
息するカエルウオ族である．
Entomacrodus caudofasciatess （Regan， 1909）
       アオモンギンポ
Fig． 6． Entomacrodus caudofasciatus， BSKU 86352， female， 39．7mm SL．
記載標本BSKU 86352，雌1個体，聯体長39．7㎜， st．1，1999年4月17日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，14；磐鰭条数II，16；胸鰭条数14；腹鰭条数1，4；尾鰭条数
13；脊椎骨数10＋24；欝欝皮癬分枝数7；眼上皮弁分枝数5；項部総弁分枝数1；眼下管開孔数
14；下顎管開孔数5．
 計測値（％標準体長）：頭長2L7；眼径6．0；眼上皮弁長3．3；項部皮弁長2．5；背鰭第3棘長
10。6；背鰭最後部棘長5．3；背鰭第1軟弓長13．4；胸鰭長28．0；腹鰭長16．1；尾鰭長20．4．
 上唇の下縁側方にひだ状の突起物が並ぶが，下唇の上縁にはない．三部皮弁と眼上皮弁は分
枝する．項部皮弁は短く，分枝しない．側線は背鰭第11棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：体は明るい黄土色で，頭部前端に不明瞭な褐色斑が密にあり，
胸鰭基部の上方には明瞭な黒褐色斑がある．三二膜は白色を帯びた黄土色を基調とする．背鰭
の三条部に不明瞭な褐色斑がある．磐鰭の後半部に褐色帯がある．尾鰭の下半部の鰭条には褐
色点が規則的に並び，列をなす．胸鰭下方部の三条は僅かに褐色．
分布 和歌山県以南の南日本，琉球列島，小笠原諸島；インド洋中央部の島唄，南シナ海，ス
ル海，西部太平洋域（Springer，1967；＝吉野，1984；藍澤，1993）．
備考 本研究で得られた標本はSpringer（1967）のE． caudofasciatusの記載とよく一致した．本
研究では土佐清水市津：呂（st．1）で1個体を採集したが，本報告が二種の高知県からの初記録
である．
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Entomacrodess striatess （QMoy and Gaiffnard， 19e2）
         スジギンポ
Fig． 7． Entomacrodus striatus， BSKU 86351， male， 68．6mm SL．
記載標本BSKU 86351，87040，雄1個体・雌1個体，標準体長57．1－68．6mm， st．1，1999
年4月 17日；BSKU 87041，87042，雄1個台覧1個体，体長47．9－57．0㎜， st．7，1999年5
月15日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，15－16；二丁条数II，16－17；胸鰭条数14；腹鰭条数1，4；尾
鰭条数13；脊椎骨数10＋24；三部皮弁分枝数4－7；眼上皮弁分枝数6－9；項部皮弁分枝数
1；眼下二二二二8－11；下顎管開孔数4－5．
 計測値（％標準体長）：丁丁22．4－24．9；眼径4．8－6．0；眼上皮弁長4．2－5．8；項部皮弓長
1．4－1．7；背鰭第3棘長8．3－10．7；背鰭最後部棘長1．7－L9；背鰭第1三条長9，0－12．1；胸鰭長
23．8－26．3；腹鰭長14．5－15．0；尾鰭長21．9－23．6．
 上唇の下縁全体にひだ状の突起物が並ぶが，下唇の上縁にはない．鼻部皮弁と眼上皮弁は分
枝し，項部皮弁は分枝しない．側線は背鰭第11棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：体は黄土色で，腹部は白色を帯びる．頭部には眼から下方にか
けて褐色帯があり，眼の後方に明瞭な黒色斑がある．体側上半部に瞳孔ないし眼径大の褐色斑
が比較的密に並ぶ．各鰭膜は白色を帯びた黄土色を基調とする．背鰭に瞳孔ないし眼径大の褐
色斑が密にある．二丁下方は僅かに褐色．尾鰭二条には褐色点が規則的に並び，列をなす．
分布 紀伊半島以南の南日本，琉球列島，小笠原諸島；インド・西部太平洋域（Springer，
1967；吉野，1984）．
備考 本研究で得られた標本はSpringer（1967）のE。 striatusの記載とよく一致した．
Praealticus bilineatees （Peters， 1869）
      タマギンポ
Fig． 8． Praealtims bilineatus， BSKU 86350， male， 63．6mm SL．
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記載標本BSKU 86350，雄1／固体，灘体長63．6㎜， st．1，1999年胡17日；BSKU 87029，
雌1個体，体長58．6㎜，st．4，1998年9月10日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，18；啓鰭条数II，19－20；胸鰭条数15；腹鰭条数1，3－4；尾
鰭条数14；脊椎骨数10一ト27；鼻部皮弁分枝数1；眼上皮弁分枝数5－20；眼下管開孔数5；下顎
管開孔数4．
 計測値（％標準体長）：議長2L2－2L8；眼径5。1－5．2；眼上皮弁長2．9－5．7；背鰭第3棘長
11．1－13．7；背鰭最後部棘長2．8－3．1；背鰭第1軟条長IO．8－12．6；胸鰭長22．4－25。9；腹鰭長
10。1－1LO；尾鰭長19．8－20．1．
 体は比較的低い．上唇の下縁は中央部が突出し，全体にゆるいひだ状の突起物が並ぶが，下
唇の上縁にはない．鼻黒皮弁は分枝しない．眼上皮弁はやや羽状に分枝する．項部皮弁を欠く．
雄には正中線皮弁がある．側線は背鰭第5－6棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：雄の体は黒褐色で，群群部と腹部は白色．頭部に不明瞭な黒褐
色点が散在する．体軸に沿って不明瞭な黒褐色斑が並ぶ．各鰭膜は黒褐色を基調とする．背鰭
棘部に微小な淡色点が密にあり，軟虫部では淡色斑が回状に列をなす．轡鰭は基底部が淡色．
尾鰭に不明瞭な淡色点が密にある．胸鰭に微小な黒褐色点が密にある．雌の体は灰白色で，腹
部は黒色を帯びる．頭部に白色ないし淡褐色の点が散在する．不明瞭な白色斑が体軸に沿って
列をなし，不明瞭な数本の暗色横帯がある．二二膜は灰白色を基調とする．背鰭は上方が黒褐
色で，不明瞭な数本の暗色斜帯がある．尾鰭二条は黒褐色．
分布 和歌山県以南の南日本，琉球列島；台湾，フィリピン，ニューギニア，ソロモン諸島，
ニューヘブリディーズ，ニューカレドニア（Bath，1992；藍澤，1993）．
備考 学名はBath（1992）に従った． Bath（1992）は二種の腹鰭鰭条数を1，4としているが，
本報告に用いた標本では1，3－4であり，沈（1993）の記載と一こ口た．他の形質はBath（1992）
のP．bilineatusの記載とよく一致したので，本標本をP． bilineatusと同定した．
Praeatticus tanegashimae （Jordan and Starks， 1906）
          タネギンポ
Fig． 9． Praealtdeus tanegashimae： top－BSKU 86348， male， 71．Omm SL；
   bottom－BSKU 86349， female， 63．2mm SL．
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言葉載標本BSKU 86348，86349，雄1個体・雌1個体，騨体長63．2－71．0㎜， st．1，1999年
4月17日；BSKU 87033，87034，87035，雄1個体・雌2個体，標準体長63．1－70．6mm， st．4，
1999年5．月18日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，17－18；轡鰭条数II，18－19；胸鰭条数14－15； 腹鰭条数1，
4；尾鰭条数12－16；脊椎骨数10＋26－27；鼻部皮弁分枝数1－2；眼上皮弁分枝数11－28；眼
下管開孔数5；下顎管開孔数3－4．
 計測値（％標準体長）：船長20。1－22．3；眼病4．8－5．2；眼上皮弁長2．1－7．9；背鰭第3棘長
10．3－15．8；背鰭最後部議長1．5－3．0；背鰭第1軟寮長7．9－13．2；胸鰭長22．4－23．9；腹鰭長
12．4－13．7；尾鰭長20．1－2L6．
 体は比較的低い．上唇の下縁全体にひだ状の突起物が並ぶが，下唇の上縁では中央部にのみ
ゆるいひだ状の突起物がある．鼻部皮綴は分枝しない．縫上総弁は長く，羽状に分枝する．項
部皮弁を欠く．雄には正中線皮弁がある．側線は背鰭第4－7棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：雄の体は黒褐色で，腹部は白色を帯びる．限の後方に大型の淡
色斑があり，その中に2－3本の黒褐色の斜縞がある．体側に顕著な模様はないかもしくは不
規則な多数の虫喰い状の淡色横縞がある．各鰭膜は黒褐色を基調とする．背鰭の軟条部に淡色
斜帯が並ぶ．讐鰭の基底部は淡色．雌の体は褐色で，下半部は黄色を帯びる．頭部に数本の濃
褐色の斜縞がある．体側に不規則な多数の虫食い状の淡色横縞がある．各鰭膜は黄白色ないし
白色を帯びた黄土色を基調とする．背鰭に褐色斜帯が規則的な列をなす．尾鰭と胸鰭の鰭条は
褐色．
分布 和歌山県以南の南日本，琉球列島；台湾，グアム（吉野，1984）．
備考 本研究で得られた標本はBath（1992）のP． tanegashimaeの記載とよく一致した．
Istibtenniecs tineatus （Va］encieRnes， 1836）
      センカエルウオ
Fig． 10． lstiblennius lineatus， BSKU 85551， male， 37．4mm SL．
記載標本 BSKU 85551，87020，雄1個体・雌1個体，標準体長34．5－37．4㎜， st．7，1998年
7月9日．
記載 計数値：背鰭条数XIII，22－23；磐鰭条数II，24－25；胸鰭条数14；腹鰭条数1，3；尾
鰭条数B；脊椎骨数！0＋30－31；下部皮弁分枝数1；眼上皮弁分枝数3－8；眼下管開回数7；
下顎管開孔数5．
 計測値（％標準体長）：頭長20．6－21．2；眼径6．4－6．7；眼上皮弁長3．8－4．0；背鰭第3棘長
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9．6－11．0；背鰭最後部学長2．6－2．9；背鰭第1二条長9．1－10．1；胸鰭長19．0－22．3；腹鰭長
1LO－12．8；尾鰭長17．9－19．1．
 上唇の下縁全体にひだ状の突起物が並び，下唇の上縁全体にゆるいひだ状の突起物が並ぶ．
鼻三二弁は分枝しない．眼上皮弁は分枝する．項部皮弁を欠く．雄には正中線四三がある．側
線は背鰭第11棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：体は褐色で，腹部は黄色を帯びる．眼の下方と後方に濃褐色の
横縞がある．体側に明瞭な数本の縦縞があり，しばしば癒合する．二二は自色を帯びた褐色を
基調とする．背鰭には淡色斜縞が規則的に並ぶ．轡鰭および尾鰭の下方は褐色．
分布 和歌山県以南，琉球列島；インド・太平洋域（吉野，1984；Sp血ger，1994）．
備考 本研究で得られた標本はSp血ger and W亜ams（1994）のLlineatusの記載とよく一致した
二種の標本は白ノ鼻（st．7）で採集されたが，ともに騨体長40㎜以下の幼若個体であった
土佐湾は三種の分布の記録の北限付近と考えられることからも，三種が土佐湾で再生産してい
る可能性は低いと考えられる．
fstiblennius edentutus （SchneideT， 1801）
       カエルウオ
Fig． 11． lstiblennius edentulus， BSKU 85547， female， 86．2mm SL．
記載標本BSKU 85547，雌1／固体，騨体長86．2㎜， st．7，1998年7月9日；BSKU 87043，
雄1個体，騨体長109．3㎜，st．1，1999年4A 17日；BSKU 87044，雌1／昨，騨体長95．7
mm， st．4，1999年5月18日；BSKU 87045，雄11購，灘体長97．2㎜， st．8，1999年6月1
E ；BSKU 87046，雌1個体，1難体長78．9㎜， st．9，1999ff 6 n 15日．
記載 計数値：背鰭条数XIII－XIV，19－22；轡鰭条数II，21－22；胸鰭条数14；腹鰭条数1，
3；尾鰭条数13；脊椎骨数10＋28；鼻二皮弁分枝数4－7；二上置旧分枝数1；項部皮弁分枝数
1；眼下言開口数7－13；下顎管開孔数6．
 計測値（％標準体長）：頭長20．5－22．4；眼径4．8－5．9；眼上皮弓長3．9－5．9；項部二三長
1，5－2。3；背鰭第3棘長10．8－13．5；背鰭最後部棘長3．1－3．7；背鰭第1ケ条長11．3－13．6；胸鰭
長20．0－23．0；腹鰭長14．7－15．2；尾鰭長20．1－23．0．
 上唇の下縁と下唇の上縁はともにひだ状の突起物を欠く．鼻部皮弁は分枝し，眼上皮弁と項
部皮弁は分枝しない．雌雄ともに正中線門門がある．側線は背鰭第11棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：体は褐色で，腹部は白色を帯びる．眼の後方に黒褐色斑がある．
体側に不規則な多数の虫喰い状の淡色横縞がある．各鰭膜は褐色を基調とする．背鰭に淡色斜
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縞が規則的に並ぶ．三下は鰭条先端が白色を帯び，淡色平帯がある．尾鰭に放射状の淡色縞が
ある．
分布 兵庫県以南の日本海側，房総半島以南の太平洋側；インド・太平洋域の温帯域（藍澤，
19931Springer and WiMams， 1994）．
備考 本研究で得られた標本はSpringer and Williams（1994）のLedentulusの記載とよく一致
した．1．enosimaeはLedentulusの二物異名である（Springer and W亜ams，1994）． Jordan and
Snyder（1902）はScartichthys enosimaeに対して， Jordan， Ta皿aka and Snyder（1913）はSalarias
enosimaeに対して和名カエルウオを用いた． Kamohara（1954）はLedentulusに新称ニセカエル
ウオを与え，松原（！955），吉野（1984），藍澤（1993）はこれに従っているが，本門の和名は
カエルウオが妥当と考えられる．
 二種は高知県沿岸に最も普通に生息するカエルウオ族である．
Btennieeta bititonesis （Bleeker， 1858）
     ホホグロギンポ
Fig． 12． Blenniella bilitonesis， BSKU 83121， female， 37．Omm SL．
記載標本 BSKU・83121，雌1個体，標準体長37．0㎜， st．7，1996年10月31 B．
記載 計数値：背鰭条数XIII，20；磐鰭条数II，20；胸鰭条数14；腹鰭条数1，3；尾鰭条数
13；脊椎骨数11＋27；鼻部皮弁分枝数4；眼上皮弁分枝数1；眼下管開孔数9；下顎管開孔数6．
 計測値（％標準体長）：頭長23．2；眼径6．8；眼上皮弁長3．5；背鰭第3棘長10．8；背鰭最後部
弓長3．8；背鰭第1軟条長11．4；胸鰭長21．6；腹鰭長13．5；尾鰭長19．7．
 上唇の下縁と下唇の上縁はともにひだ状の突起物を欠く．鼻三二弁は分枝し，眼上皮弁は分
枝しない．項部二二を欠く．雄には正中線丁丁がある．側線は背鰭第8棘付近に達する．
 エタノール保存標本の体色：体は淡い褐色で，頭部と腹部は白色を帯びる．眼の後方に後半
部が淡い褐色で縁取られた淡色斑がある．体側に5本の褐色横帯があり，下半部では2本に分
かれる．二二膜は白色を帯びた褐色を基調とする．背鰭には褐色斑が並び，列をなす．轡鰭の
下方は褐色．尾鰭の鰭条に褐色点が規則的に並び，列をなす．胸鰭に3個の微小な褐色点がある
分布 琉球列島；西部太平洋域（吉野，1984）
備考 本研究で得られた標本はSpringer and Wiliams（1994）のB． bilitonesisの記載とよく一致
した．
 本研究で白ノ鼻（st．7）より1個体を採集したが，採集された個体は標準体長37．Ommの幼
若個体であった．本種の本邦におけるこれまで北限は琉球列島（吉野，1984）であり，本研究
で得られた個体は黒潮により遇来した可能性が高い．
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Rhadobtennius ettipes （Jordan and Starks， 19e6）
        ロウソクギンポ
Fig． 13． Rhadoblennius ellipes， BSKU 87030， male， 47．5mm SL
記載標本BSKU 87030，87031，87032，雄2個体側1個体，灘体長45．5－53．・7・mm， st．9，
1999年6月15日．
記載 計数値：背鰭条数XII，19－20；磐鰭条数II，21－22；胸鰭条数14；腹鰭条数1，3；尾
鰭条数13；脊椎骨数10＋28－29；竹芝皮弁分枝数1；眼上皮弁分枝数1；眼下管開二二10－11；
下顎管開二二4．
 計測値（％標準体長）：頭長19．0－2L1；眼径5．3－5．5；眼上皮弓長4。6－4．8；背鰭第3二三
9．7－10．6；背鰭最後部棘長5．9－6．1；背鰭第1二条長9．9－11．6；胸鰭長18．1－22．4；腹鰭長
11，2－13．9；尾鰭長16．3－17．1．
 上唇の下縁と下唇の上縁はともにひだ状の突起物を欠く．頭部感覚管の開孔は他のカエルウ
オ族の種と比較して大きい．三部皮弁は分枝しない．眼上皮弁は細長く，分枝しない．項部皮
下を欠く．背鰭の切れ込みは浅い．側線は背鰭第7棘付近に達する．轡鰭最後部の二条は肋膜
で尾柄と連なる．
 エタノール保存標本の体色：体は明るい黄土色で，腹部は黒色を帯びる．眼の周辺に不明瞭
な褐色斑がある．体側に数本の不明瞭な幅広い褐色横帯があり，体軸付近では濃くなり，斑紋
をなす．各鰭膜は白色を帯びた黄±色を基調とする．背鰭には数本の褐色斜帯が並び，列をなす
二二下方は僅かに褐色．
分布 紀伊半島以南の南日本；西部太平洋の熱帯域（藍澤，1993）．
備考 本研究で得られた標本は，Jordan and Starks（1906）と藍澤（1993）のR． ellti esの記載と
よく一致した．
追記 本調査期間中に白ノ鼻（st．7）でIstiblennius dussumieriを6個体を採集した．これらの
標本は，韓国群山大学の李忠烈博：士との共同研究による日本初記録として別途報告する予定で
ある．
謝辞 標本の採集に協力していただいた高知大学海洋生物教育研究センターの井本善次技官，
高知大学自然環境科学科海洋生物学研究室の遠藤広光博士ならびに学生諸氏に厚くお礼申し上
げる．また，C． imitatorの雄の個体を同定していただいたアメリカ合衆国国立自然史博物館の
Jeflllrey T． Williams博士，三島より採集されたC． imitatorとC． cαstaneusの標本を貸与していた
だいた高知高等学校の山川武氏，文献の入手に御援助いただいた京都大学の中坊徹次教授にお
礼申し上げる．
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